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１                              問題のページへ 

(1) 
a
a=¢AO , 

b
b=¢BO とおくと, AO ¢ , BO ¢は, それぞ

れa , bと同じ向きの単位ベクトルである。 

これから, COBOAO ¢=¢+¢ とすると, 線分 CO ¢は AO ¢ , 

BO ¢を隣り合う 2辺とするひし形の対角線となる。 

よって, tを実数として, )BOAO(COOC ¢+¢=¢= tt であ

る点 Cは, XOYÐ の二等分線上にある。 

(2) 点 Pは XOYÐ の二等分線上にあるので, (1)より,  
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at +=OP ………① 

また, 点 P は XAYÐ の二等分線上にあるので, OD の

中点を A として, 点 D を定義すると, s を実数として, 

(1)より,  
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a , bは 1次独立なので, ①②より,  
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= となり, ③に代入して,  
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 よって, 
abba
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t
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= となり, ①から,  
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［解 説］ 

角の二等分線をひし形の対角線として表現する有名問題です。なお, (2)では傍心の

ベクトル表示を求めています。この具体例が, 文系で出題されています。 

O A X

B

Y

C
C¢

A¢

B¢

O A X

B

Y

* *

D

P



2006 神戸大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2006 －2－ 

２                              問題のページへ 
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条件より, AXXA = なので,  

zxyx 33 -=+ ………①, wyyx 33 -=+- ………② 

zxwz +=+ 33 ………③, wywz +=+- 33 ………④ 

①より zy -= , ②より wx = となり, このとき③④は満たされている。 

以上より, xw = , yz -=  

(2) AX =2 のとき, 32 XXXXA =×= , 32 XXXAX =×= なので,  

AXXA =  

(3) AX =2 のとき, (2)より AXXA = となる。 

すると, (1)から xw = , yz -= であり,  
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そこで, AX =2 から,  

2
122 =- yx ………⑤, 

2
32 -=xy ………⑥ 

⑥より
x

y
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3-= となり, ⑤に代入して
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03816 24 =-- xx , 0)34)(14( 22 =-+ xx  

xは実数より
2
3±=x , ⑥から ( )

2
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3 m=±×-=y （複号同順）となり,  
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［解 説］ 

成分の連立方程式を立て, それを解く問題ですが, (1)と(2)の誘導の結果, (3)の計算

量はかなり減少しています。 
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３                              問題のページへ 

(1) 放物線 2: xyC = に対して, ),(A 2aa における接線は, xy 2=¢ より,  

)(22 axaay -=- , 22 aaxy -=  

点 ),(P qp を通るので, 22 aapq -= , 022 =+- qpaa ………① 

同様に, ),(B 2bb における接線が点 ),(P qp を通るので,  

022 =+- qpbb ………② 

①②より, a, bは, tについての 2次方程式 022 =+- qptt の 2つの解となり,  

pba 2=+ , qab =  

(2) Pを通る傾きmの直線 STの方程式は,  

)( pxmqy -=- , qmpmxy +-= ………③ 

放物線 2xy = との交点は, qmpmxx +-=2 , 02 =-+- qmpmxx  

この方程式の解が, tsx ,= なので, mts =+ , qmpst -= ………④ 

(3) まず, x, yの 1次方程式 02 =+- qpxy を考えると, この式は直線を表し, しかも

①から ),(A 2aa を通り, ②から ),(B 2bb を通る。 

すなわち, 直線 ABの方程式は, 02 =+- qpxy ……⑤である。 

すると, 直線③と⑤の交点 Qは, 02 =+-+- qpxqmpmx  

qmpxpm 2)2( -=-  

ここで, ④を用いて, pts ＜＜ に注意すると,  

0)()(22 ＜ptpsptspm -+-=-+=-  

よって, 
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さて, ④⑥より,  
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{ }stptsptpsp ++-=-- )(2))((2 2 )(2 2 qmpmpp -+-= qp 22 2 -=  

以上より, =--+- ))(( uptpsp ))((2 tpsp -- ………⑦ 

そこで, ⑦の両辺を 21 m+ 倍すると,  

PTPS2PQ)PTPS( ×=+ , 
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すなわち, 
PQ
2

PT
1

PS
1 =+ が成立する。 

 

［解 説］ 

有名な極線と調和点列の問題ですが, 文字がたくさん出て, 道に迷いそうです。 
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４                              問題のページへ 

(1) )0,1,1(P , )0,1,1(Q - , )2,1,1(R - のとき , 

まず線分 QR は xy 平面に垂直なので, 平面 tz = との交
点 Sの座標は, ),1,1(S t- である。 

また, 線分 PRと平面 tz = との交点 Tは, 線分 PRを
tt -2: に内分する点より,  
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)2(

2,
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(2) 点 Tの x座標の符号で場合分けをする。 

(i)  01 ≧t- )10( ≦≦t のとき 

線分 STを z軸のまわりに回転したときにできるドーナツ

状の図形は, 外径が 2 , 内径が 1 であるので, その面積
)( tS は,  

ppp =×-= 22 1)2()( tS  

(ii) 01 ≦t- )21( ≦≦t のとき 

線分 ST を z 軸のまわりに回転したときにできるドーナ

ツ状の図形は, 外径が 2 , 内径が 22 1)1( +- t であるの

で, その面積 )( tS は,  

( ) )2(1)1()2()( 22222 ttttS -=+--= ppp  

(i)(ii)より, △PQRの z軸まわりの回転体の体積 Vは,  
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［解 説］ 

平面図形の回転体の体積を求める頻出題です。回転軸に垂直な回転体の切り口がド

ーナツ形であることがわかれば, 積分計算は難しくありません。 
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５                              問題のページへ 

(1) 実数係数の 2 次方程式の 1 つの解が
2

73 i+=a であるとき, もう 1 つの解は

2
73 i-=a であるので, 

3=+aa , 4
4

79 =+=aa  

よって, a , a を解とする 2次方程式は, 解と係数の関係より,  

0432 =+- xx  

(2) まず, cbxaxx +++ 23 を 432 +- xx で割ると,  

cbxaxx +++ 23 )124()53()3)(43( 2 -+-+++++++-= caxbaaxxx  

ここで, 3次方程式 023 =+++ cbxaxx は, 解としてa , a をもつので,  

053 =++ ba ………①, 0124 =-+- ca ………② 

このとき, もう 1つの解は, 3--= ax となり, 条件より,  

130 ≦≦ --a , 34 -- ≦≦a  

すると, aは整数より, 3,4 --=a  

4-=a のとき, ①より 7=b , ②より 4-=c となり, また 3-=a のとき, ①より

4=b , ②より 0=c となり, b, cも整数である。 

以上より, )4,7,4(),,( --=cba , )0,4,3( -  

 

［解 説］ 

複素数と方程式の基本題です。(2)では, 3 次方程式の解と係数の関係を利用すると

いう手もあります。 

 


